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大震災の復興対策は・・・

空前の補正予算になりました空前の補正予算になりました
特

集
７ 人 の 議 員
が一般質問

１日も早い復興をめざして努力を



まちの復旧・復興に向けてまちの復旧・復興に向けてまちの復旧・復興に向けて
緊急特集　がんばろう七ヶ浜・・・東日本大震災

東
日
本
大
震
災

町
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
部　

慶
也

梅
津　

榮
一

佐
藤　

梶
信

鈴
木　

初
雄

阿
部　

和
夫

歌
川　
　

渡

鈴
木　

國
男

糸
久　
　

博

我
妻　

周
悦

岡
﨑　

正
憲

鈴
木　

勝
美

渡
辺　

初
男

斎
藤　

敏
昭

千
葉
志
美
枝

大
町　

睦
夫

議　

長

副
議
長

議　

員

七
ヶ
浜
町
議
会

 
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
不
幸
に
も
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
衷
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
は
心
か
ら

の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

今
回
の
地
震
は
東
北
の
大
地
を
激
し

く
揺
ら
し
、
大
津
波
が
沿
岸
部
の
街
を

襲
い
、
規
模
、
被
害
と
も
に
想
像
を
は

る
か
に
超
え
る
未
曾
有
の
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

 

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
震
災
に
よ

り
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
町
土

面
積
の
32
％
が
浸
水
し
、
沿
岸
地
域
は

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
上
下

水
道
・
電
気
・
電
話
と
い
っ
た
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
不

自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
も
の
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
震
災
に
よ
る
被
害
の
復
旧
・
復

興
に
は
、
多
額
の
費
用
と
年
月
を
要
す

る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
本
町
の
行
財

政
運
営
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
６
月
定
例
会

に
お
い
て
「
大
震
災
復
興
対
策
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
、
大
震
災
に
よ
る
災

害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を

重
ね
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
目

指
し
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
不
眠
不
休

で
災
害
復
旧
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
各
方

面
の
方
々
に
対
し
、
深
く
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

　

３
月
定
例
会
は
３
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で
の
10
日
間
開
催
し
ま
し
た
が
、

最
終
日
（
11
日
）
に
発
生
し
た
激
し
い
地
震
に
よ
る
大
津
波
で
七
ヶ
浜
町
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
議
会
だ
よ
り
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
は
６
月
定
例
会
（
６
月
８
日
か
ら
６
月
10
日
）
の
内
容
と
併
せ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

③ しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行  しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 ②
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被 災 者 支 援  を 迅 速 に !! 東日本
大震災

緊急提言－町に要望しました－

仮
設
住
宅

防
災
無
線

雇　
　
　

用

施　
　

設

道　
　

路

す ま いく　ら　し

の
確
保
を
十
分
に

の
支
給
を
早
く

の
促
進
を

を
急
げ

の
再
建
を

な
ど
の
修
復
を

の
見
直
し
を

町
営
住
宅

の
増
設
を

被
災
地
居
住

見
舞
金
な
ど

が
れ
き
処
理

の
指
針
を

農
漁
業
復
旧

の
方
針
は
住
民
と
の
対
話
で安　　　全

安　　心

と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
場
を

心
の
ケ
ア

の
健
康
管
理
を

職　
　

員

４
２
１
戸
が
完
成
し
６
月
18
日
ま
で
に

全
世
帯
が
入
居
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被

災
者
の
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど
へ
の
入
居

に
対
し
、
県
・
貸
主
・
入
居
者
の
三
者
間

契
約
で
賃
料
（
家
賃
）
の
上
限
額
内
が

保
障
さ
れ
ま
す
。

町
は
、
被
災
者
が
町
内
に
住
み
続
け
る

こ
と
を
前
提
に
①
元
の
場
所
に
居
住
可

能
②
市
街
化
調
整
区
域
へ
転
居
可
能

③
高
台
な
ど
へ
の
集
団
移
転
④
住
宅
再

建
が
経
済
的
に
困
難
な
方
へ
の
対
策
を

示
し
ま
し
た
。

町
か
ら
の
見
舞
金
は
５
月
末
に
支

給
。
弔
慰
金
・
義
援
金
な
ど
は
６

月
中
旬
か
ら
支
給
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

国
や
県
に
対
し
、
が
れ
き
の
撤
去

や
補
修
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う

強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

町
は
、
七
ヶ
浜
町
建
設
安
全
協
力

会
に
委
託
し
て
一
日
も
早
く
処
理

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
１
１

０
人
を
町
が
雇
用
し
ま
す
。

専
門
職
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

の
協
力
体
制
で
一
元
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

事
務
量
の
増
大
に
対
応
す
る
た

め
、
他
の
自
治
体
か
ら
派
遣
の
応

援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

民
間
の
賃
貸
住
宅
の
整
備
で
対
応
で
き

な
い
場
合
は
、
国
や
県
な
ど
の
制
度
創

設
や
規
制
緩
和
な
ど
の
動
き
を
見
な

が
ら
必
要
な
住
宅
数
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

被
災
し
た
公
共
施
設
は
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
、
早
期
に
使
用
で
き
る
よ

う
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

が
れ
き
撤
去
後
、
修
復
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

津
波
で
多
く
の
設
備
が
壊
れ
ま
し
た
。

１
日
も
早
い
復
旧
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

壊れた防災無線

  

　

議
会
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
議
員
の
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。
そ

し
て
５
月
16
日
、
渡
邊
善
夫
町
長
に
対
し
12
項
目
の
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
を
含
め
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

⑤ しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行  しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 ④

絆 を大切に
き ず な



当初予算
53億5700万円

自主財源 依存財源

48％52％

22億6233万円
（10万7700円）

町

税

42％

諸収入・繰越金
 ほか 10％

5億4743万円
 （2万6100円）

地方交付税

20％

10億8300万円
　（5万1600円）

国
　 県
  　  支
　　　  出
 　　　　  金

16％
8億7569万円
（4万1700円）

3億5000万円
 （1万6700円）

2億3855万円
 （1万1400円）

町債

7％

5％

町が借りるお金

地方譲与税ほか

補正後予算
70億1461万円

自主財源 依存財源

51％49％

みなさんからの
税金

22億6233万円
（10万7700円）

町

税

32％

諸収入・繰越金

 ほか
17％

11億5244万円
  （5万4900円）

地方交付税

15％

町が自由に
使えるお金

10億8300万円
　（5万1600円）

国
　  県
   　   支
 　　　    出
  　　　　    金

24％

使いみちの
決まった
国・県からのお金

16億9829万円
  （8万900円）

町債
8％

4％

5億8000万円（2万7600円）

2億3855万円（1万1400円）

町が借りるお金

地方譲与税ほか

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
町
は
、
仮
設
住
宅
へ
の

入
居
、
が
れ
き
等
の
処
理
と
復
旧
・
復
興
に
向
け
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
６
月
定
例
会
は
６
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
で
23
年
度
の
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
が
、
６
月
定
例
会
で
は

震
災
に
対
応
し
た
大
型
の
補
正
予
算
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
本
号
で
は
当
初
予
算
の
内
容
と
補
正
予
算
を
比
較
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
様

に
心
よ
り
御
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

津
波
は
七
ヶ
浜
の
美
し
い
風
景
と
多
く
の

命
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
大
切
な
も
の

を
奪
い
去
り
、
私
た
ち
の
心
に
た
と
え
よ

う
の
無
い
深
い
悲
し
み
だ
け
を
残
し
ま
し

た
。
し
か
し
私
た
ち
は
嘆
い
て
ば
か
り
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
七
ヶ
浜
の
復
興

を
誓
っ
て
前
へ
力
強
く
一
歩
踏
み
出
そ
う

と
固
く
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　金額は千の位で四捨五入し
てあり、合計にあわせて一部
端数調整しています。
　（　）内の数字は、全人口2万
1000人で割った町民一人あた
りのお金です。

歳入の比較

幹線道路のクリーンアップ（５月１日）幹線道路のクリーンアップ（５月１日）

議会スポット－議題の核心に迫る－

一般会計に
　　１６億５７６１万円を追加
一般会計に
　　１６億５７６１万円を追加

一日も早い復興を めざし大型補正

が 

ん 

ば 

っ 

ぺ　

七 

ヶ 

浜

が 

ん 

ば 

っ 

ぺ　

七 

ヶ 

浜

23年度補正予算

町
長
の
提
案
理
由
か
ら
抜
粋

⑦ しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 ⑥

 ６ 月
定例会



当初予算
53億5700万円

補正後予算
70億1461万円

歳出の比較

議会スポット－議題の核心に迫る－

がれき撤去に３億６千万円がれき撤去に３億６千万円

弔慰金等に４億6千万円弔慰金等に４億6千万円

災　　害　　救　　助　　対　　策

災
害
弔
慰
金
・
見
舞
金

　

 

の
早
急
な
支
払
い
を

支
給
対
象
遺
族
の

　
　

範
囲
が
ひ
ろ
が
る

被
災
児
童
・
生
徒
へ

　
　
　
　
　
　

教
材
を

が
れ
き
撤
去
等
の
委
託

災害復旧対策

公
共
施
設
の

 

被
害
調
査
・
補
修
工
事
は

緊　急　雇　用　対　策

被
災
者
を

　
　

対
象
に
し
た
雇
用
は

議 会 が 注 目 す る 主 な 事 業

問　

支
給
が
あ
ま
り
に
遅
い
。
い
つ

に
な
る
の
か
。

答　

地
域
福
祉
課
長
　
町
の
災
害
見

舞
金
は
５
月
末
に
振
り
込
ん
だ
。
そ

の
他
は
６
月
中
旬
か
ら
順
次
支
給
す

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

問　

ど
の
よ
う
な
教
材
が
渡
さ
れ
る

の
か
。

答　

教
育
総
務
課
長
　
１
４
０
人
程

度
に
支
援
品
で
支
給
さ
れ
た
教
材
以

外
の
教
科
書
、
副
読
本
な
ど
だ
が
、

具
体
的
な
品
名
は
検
討
中
で
あ
る
。

問　

が
れ
き
の
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。

ま
た
財
源
は
。

答　

町
長
　
様
々
な
情
報
は
あ
る
が
、

30
万
ト
ン
程
度
と
予
想
し
て
お
り
、

最
終
的
な
費
用
は
60
億
円
に
上
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
財
源
は
全
額
国
の

補
助
を
考
え
て
い
る
。

　

条
例
改
正
で
、
災
害
弔
慰
金
を
支

給
す
る
遺
族
の
範
囲
が
死
亡
者
の
兄

弟
姉
妹
に
ま
で
広
が
り
、
順
位
は
配

偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・

兄
弟
姉
妹
の
順
と
な
る
。

　

被
害
の
大
き
い
道
路
、
漁
港
施
設
、

学
校
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の

被
害
状
況
を
調
査
及
び
補
修
工
事
に

多
額
の
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

　

各
種
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
実

施
す
る
。
全
体
人
数
は
１
１
０
人
を

予
定
し
、
24
年
３
月
ま
で
の
事
業
と

な
る
。

問　

職
種
は
。
委
託
先
に
は
被
災
者

要
件
を
明
記
す
る
の
か
。

答　

産
業
課
長
　
一
般
職
、
事
務
職
、

技
術
職
と
３
職
種
を
扱
う
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
し
て
い
る
が
、
被
災
者

で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

大事な教材を背に…

水産振興センター

⑨ しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 ⑧

民

生

費

31％

総務 費 15％
教育費 13％ 公債費

10％
衛生費

土木費

消防費

9％

16億3500万円
  （7万7900円）

8億2714万円
   （3万9400円）

7億46万円
 （3万3400円）

8％

7％

7％

農林水産業費
ほか

5億4952万円
 （2万6200円）

4億6062万円
 （2万1900円）

4億1122万円
 （1万9600円）

3億8202万円
 （1万8200円）

3億9102万円
 （1万8600円）

民

生

費

37％

総 務 費
12％

教育費
10％ 公債費

8％
衛生費

土木費

消防費

7％

お年寄りや児童福祉
保育所の運営など

(がれき撤去、弔慰金などを含む)

25億8687万円
 （12万3200円）

職
員
の
人
件
費
や

国
際
村
の
管
理
な
ど

学
校
教
育
や

　

生
涯
学
習
な
ど

8億3263万円
 （3万9600円）

7億46万円
 （3万3400円）

借
金
の
返
済

ご
み

処
理

や

各
種

検
診

な
ど

道
路
の
整
備
な
ど

6％

15％

5％

農林水産業費
ほか

5億4952万円
（2万6200円）

4億9912万円
（2万3800円）

4億1624万円
（1万9800円）

3億8202万円
（1万8200円）

10億4775万円
 （4万9900円）



予 算
審 査

予算審査特別委員会レポート 議会スポット－議題の核心に迫る－

討
論
・
採
決
の
結
果

　
　
　
　

可
決
し
ま
し
た

反
対　

歌
川　

渡

　

施
政
方
針
と
こ
れ
ま
で
の
町
行

政
の
運
営
を
見
る
と
言
葉
と
事
業

の
実
施
に
開
き
が
あ
る
と
疑
問
を

持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
新
年
度
予

算
に
は
福
祉
関
係
、
地
域
産
業
の

育
成
な
ど
の
施
策
が
十
分
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。

賛
成　

我
妻　

周
悦

　

新
し
い
基
本
理
念
の
実
現
に
向

け
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
産
業
振

興
、
福
祉
の
充
実
、
行
財
政
全
般

に
わ
た
り
効
率
的
に
取
り
組
む
予

算
と
評
価
さ
れ
る
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

反
対　

歌
川　

渡

　
　

賛
成　

鈴
木　

初
雄

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　

反
対　

歌
川　

渡

　
　

賛
成　

千
葉　

志
美
枝

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

反
対　

歌
川　

渡

　
　

賛
成　

糸
久　

博

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　

反
対　

歌
川　

渡

　
　

賛
成　

佐
藤　

梶
信

水
道
事
業
会
計

　
　

反
対　

歌
川　

渡

　
　

賛
成　

阿
部　

和
夫

　
　

議
決
結
果
は
い
ず
れ
も

　
　
　

賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決

一
般
会
計

他
に
も
討
論
が
あ
り
ま
し
た

　町から提案のあった平成23年度
の各種会計予算を審査するため、
特別委員会（梅津榮一委員長）を
設置して３月３日から10日までの
日程で行いました。各課ごとに説
明を受けたあと、質疑・応答によ
り慎重に審査しました。主な内容
を要約してお伝えします。

町
長
「
次
世
代
に
つ
な
が
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」
を
強
調

すこやかな成長を

環
境
美
化

◆
し
ち
が
は
ま
環
境
大
賞

問　

表
彰
対
象
に
地
球
温
暖
化
防
止
が
加
わ

っ
た
か
。

答　

環
境
保
全
係
長　

本
年
度
か
ら
３
部
門

と
し
た
。

①
環
境
美
化
部
門
（
花
い
っ
ぱ
い
と
清
掃
）

②
環
境
保
全
部
門
（
リ
サ
イ
ク
ル
と
温
暖
化

防
止
）

③
作
品
部
門
（
啓
発
作
品
）

文
化
財
保
護

◆
案
内
標
識
の
設
置

問　

町
内
56
ヵ
所
の
貴
重
な
文
化
財
を
保

護
・
周
知
対
策
の
標
識
設
置
の
内
容
は
。

答　

生
涯
学
習
課
長　

本
年
は
10
ヵ
所
を
予

定
し
て
い
る
。
ア
ル
ミ
製
で
高
さ
1.5
ｍ
、
25

㎝
の
角
柱
。
名
称
、
規
模
、
歴
史
等
を
表
示

す
る
。

奨
学
資
金
制
度

◆
保
証
人
の
取
り
扱
い

問　

以
前
、
町
民
か
ら
投
書
が
あ
っ
た
制
度

利
用
保
証
人
（
町
内
居
住
者
に
限
定
）
の
検

討
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答　

教
育
総
務
課
長　

本
年
４
月
か
ら
、
連

帯
保
証
人
は
家
族
、
保
証
人
は
全
国
に
広
げ

る
こ
と
と
し
た
。

町
営
保
育
所

◆
保
育
定
員
の
減
少

問　

民
間
運
営
の
認
定
こ
ど
も
園
が
で
き
る

こ
と
に
よ
る
定
員
削
減
で
は
な
い
か
。

答　

地
域
福
祉
課
長　

町
内
の
児
童
年
齢
層

と
の
兼
ね
合
い
に
対
応
し
た
定
員
減
で
あ
り
、

待
機
児
童
は
ゼ
ロ
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
活
性
化

◆
安
心
元
気
な
地
域
社
会
づ
く
り
補
助
金

問　

本
年
度
も
継
続
さ
れ
る
が
、
３
年
間
の

検
証
内
容
は
。

答　

政
策
課
長　

町
広
報
３
月
号
に
掲
載
し

た
が
、
各
区
長
か
ら
の
実
績
報
告
と
聞
き
取

り
か
ら
判
断
し
、
以
前
と
同
じ
行
事
を
行
っ

て
も
参
加
人
数
の
増
加
、
内
容
の
充
実
が
見

ら
れ
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
。

岡﨑　正憲梅津　榮一
委　員　長 副 委 員 長

職　　員　　の　　待　　遇

時
間
外
手
当
の
処
理

個
人
電
話
の

　
　

使
用
料
金
の
処
理

問　

災
害
対
応
で
過
酷
な
条
件
の
な

か
で
職
員
は
働
い
て
来
た
。
時
間
外

手
当
の
処
理
は
ど
う
し
た
の
か
。

答　

総
務
課
長
　
職
員
組
合
と
協
議

し
実
施
し
た
。

問　

固
定
電
話
の
不
通
に
よ
り
職
員

個
人
の
携
帯
電
話
が
相
当
使
わ
れ
て

い
る
。
電
話
料
金
の
処
理
は
ど
う
し

た
の
か
。

答　

総
務
課
長
　
個
人
か
ら
の
申
告

に
基
づ
き
調
査
を
し
た
。
数
人
か
ら

申
請
が
あ
り
、
協
議
の
上
処
理
し
た

が
、
協
力
を
し
て
も
ら
っ
た
。

補 正 予 算 の 財 源

基
金
か
ら
の
繰
入
れ

国
・
県
か
ら
の

　
　
　
　

補
助
額
は

問　

一
般
会
計
財
政
調
整
基
金
の
約

60
％
と
多
額
（
６
億
円
）
の
繰
入
れ

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
災
害
に

関
連
し
て
再
度
の
基
金
取
り
崩
し
が

あ
る
の
か
。

答　

町
長
　
国
の
補
正
を
見
越
し
て

の
処
置
で
あ
り
、
基
金
に
戻
す
こ
と

も
あ
り
う
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
編
成
時
の
補
助

額
は
、
約
８
億
２
３
０
０
万
円
（
補

正
額
全
体
の
約
50
％
）
と
な
っ
て
い

る
。

災害復旧費
関連事業

災害救助費
関連事業

東日本大震災
関連事業

緊急雇用創出
関連事業

道路復旧調査

漁港施設復旧調査

農業用施設復旧調査

学校施設復旧調査

公共施設補修工事

環境悪化抑制事業（消毒液の散布等）他6件

避難所賄い用食材代等

がれき撤去等委託料

弔慰金・障害見舞金・災害見舞金

仮設住宅集会所電気料他

災害廃家電等処分料他

被災児童・生徒への教材支援

被災住宅の応急修理費 1億 400万円

4億6375万円

1億1260万円

3億6000万円

5300万円

3000万円

500万円

4000万円

8460万円

360万円

2930万円

102万円

2000万円

項　　　目 事　　業　　内　　容 金　　　額

災害救助費・復旧費関連のおもな内容

足湯でリラックス
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国
の

 

支
援
を



　
　

　
　

　
　
水
道
事
業
所
長
　
ポ
ン

　
　
プ
場
12
ヵ
所
中
10
ヵ
所

が
被
害
を
受
け
た
。
復
旧
は

ポ
ン
プ
場
が
10
億
円
、
汚
水

管
関
係
に
20
億
円
と
見
込
ん

で
い
る
。

　
　

　
　

　
　
２
ヵ
年
で
ポ
ン
プ
場
の

　
　
修
復
を
、
併
せ
て
汚
水

管
も
同
時
に
進
め
て
い
く
。

５
年
計
画
で
あ
る
。

　
　
飲
料
水
給
水
活
動
の
委

　
　
託
先
は
。
　

　
　
水
道
事
業
所
長
　
㈱
北

　
　
日
本
ウ
ェ
ス
タ
ン
商
事

で
３
月
17
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
の
15
日
間
で
あ
る
。

　
　
給
水
活
動
の
応
援
自
治

　
　
体
は
。

　
　
静
岡
県
の
藤
枝
市
・
磐

　
　
田
市
・
袋
井
市
、
宮
城

県
の
大
郷
町
、
大
衡
村
で
あ

る
。

　
　
応
援
自
治
体
に
は
委
託

　
　
料
を
支
払
う
の
か
。

　
　
他
県
か
ら
の
も
の
に
は

　
　
日
本
水
道
協
会
等
よ
り

国
の
補
助
金
で
行
う
。
県
内

か
ら
は
ま
だ
請
求
書
は
届
い

て
い
な
い
が
確
認
中
で
あ
る
。

反
対
　
歌
川
　
渡

　
専
決
処
分
を
す
る
ほ
ど
議

会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
か
っ
た
の
か
。

賛
成
　
斎
藤
　
敏
昭

　
震
災
の
被
害
状
況
を
考
え

る
と
全
て
が
大
変
混
雑
し
て

お
り
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

議
決
結
果

　
　
賛
成
14
・
反
対
1

　
　
　
賛
成
多
数
で
承
認

　
　

　
　

●
災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
事

務
委
託

　
廃
棄
物
の
分
別
、
保
管
、

収
集
、
運
搬
、
再
生
処
分
等

を
県
に
委
託
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。

●
仮
設
住
宅
の
浄
化
槽
使
用

料
を
制
定

　
使
用
者
か
ら
使
用
料
を
徴

収
し
、
下
水
道
利
用
者
と
同

等
の
扱
い
と
す
る
も
の
で
す
。

●
災
害
弔
慰
金
の
一
部
改
正

　
弔
慰
金
を
支
給
す
る
遺
族

の
範
囲
に
兄
弟
姉
妹
を
追
加

し
、
順
位
は
死
亡
者
の
配
偶

者
・
子
・
父
母
・
孫
・
祖
父

母
・
兄
弟
姉
妹
の
順
と
な
り

ま
す
。

　平成22年度、23年度の上下水道会計補正予算５件（専決処分４件）
を審議の上、原案のとおり可決・承認しました。内容はポンプ場改築
など東日本大震災復旧が主なものです。

質
　
疑

討
　
論

補
正

予
算

議案
審議

答

答答答

答

上
・
下
水
道
の
復
旧
に

お　も　な　内　容

 しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 ⑫

22年度（第４号）　歳入　一般会計繰入金

　　　　　　　　　　　　使用料を減額

　　　　　　　　　歳出　汚水汲み取り委託料

23年度（第１号）　歳入　一般会計繰入金

　　　　　　　　　歳出　汚水運送業務委託料

　　　　　　　　　　　　各ポンプ場仮設制御盤設置工事等

23年度（第２号）　歳入　国からの補助金

　　　　　　　　　歳出　ポンプ場改築工事

２２８９万円

△ １９０９万円

１６０万円

７９３１万円

２９６万円

４億２４００万円

２億１３００万円

６億３７００万円

※賛成多数で承認

　賛成14　反対1

※反対なく承認

　反対なく可決

※は専決処分

補 正 額 採決の結果下　水　道　事　業　会　計

22年度（第２号）　収入　水道料金３月分の減免

　　　　　　　　　支出　給水活動委託料

23年度（第１号）　収入　一般会計繰入金

　　　　　　　　　支出　配水施設修繕費等

△ ４２０２万円

１８４万円

３０００万円

２５２０万円

※反対なく承認

※反対なく承認

補 正 額 採決の結果水　道　事　業　会　計

委
　
　
託

条
例
制
定

条
例
改
正

●
議
員
の
費
用
弁
償
を
支
給

し
な
い

　
復
興
財
源
の
一
部
に
充
て

る
た
め
選
挙
期
日
等
の
臨
時

特
例
の
任
期
中
は
費
用
弁
償

を
支
給
し
な
い
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
旅
費

と
政
務
調
査
費
の
返
上
を
協

議
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

下
水
道
事
業

水
道
事
業

施
設
の
被
害
状
況
は
。

施
設
の
復
旧
計
画
は
。

がれき等の処理を委託がれき等の処理を委託

七ヶ浜中第２グランドの浄化槽

山に積まれた災害ごみ

復旧が待たれるポンプ場（松ヶ浜）

問

問問

問

問

七 ヶ 浜 町 と 宮 城 県 が 契 約七 ヶ 浜 町 と 宮 城 県 が 契 約

こんなことがきまりました－補正予算・条例などの議案審議－

　
６
月
定
例
会
で
は
条
例
改
正
な
ど
10
件
（
専
決
処
分
６
件
）
と

議
員
提
出
議
案
１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・

承
認
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
を
推
薦

再
任　

渡
邊　

庄
哉　

氏

　
　
　

（
菖
蒲
田
浜
）　

再
任　

三
浦　

康
市　

氏

　
　
　

（
松
ヶ
浜
）

任
期
は
平
成
23
年
７
月
20
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の

　
　
　

推
薦
に
同
意

再
任　

星　

德
光　

氏

　
　
　

（
菖
蒲
田
浜
）　

再
任　

伊
藤　

せ
い
子　

氏

　
　
　

（
代
ヶ
崎
浜
）

任
期
は
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

人 
事

⑬ しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行



　
平
成
22
年
度
、
本
委
員
会

は
所
管
事
務
調
査
事
項
の

「
災
害
時
の
避
難
路
と
避
難

場
所
（
避
難
所
）
の
安
全
確

保
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
以
前
に
町
内
28
ヵ
所
の

避
難
所
を
現
地
調
査
し
た
結

果
の
指
摘
事
項
を
、
総
務
課

（
防
災
対
策
室
）
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
年
次
計
画
で

対
応
で
き
る
も
の
と
、
必
要

に
応
じ
修
繕
な
ど
の
対
応
を

検
討
す
る
と
の
回
答
を
得
ま

し
た
。
防
災
対
策
と
し
て
の

機
能
を
考
え
た
場
合
、
大
半

の
建
物
が
避
難
所
と
し
て
の

安
全
確
保
が
保
た
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
担

当
課
以
外
が
管
理
す
る
施
設

等
も
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
よ
り
一
層
の
柔
軟
で

横
断
的
な
取
り
組
み
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
所
管
事
務
調
査
の
終
結
に

伴
い
、
委
員
全
員
で
総
ま
と

め
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
委
員
会
代
表

と
し
て
３
月
定
例
会
で
一
般

質
問
を
行
い
（
Ｐ
27
）
町
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

○
単
独
の
観
光
誘
客
は
難
し

く
連
携
を
必
要
と
し
て
い
る

と
言
う
共
通
の
認
識
が
あ
る

こ
と

○
専
門
的
な
知
識
の
あ
る
人

材
の
確
保
と
旅
行
代
理
店
な

ど
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
必
要

で
あ
る
こ
と

○
地
場
産
品
に
よ
る
「
お
み

や
げ
店
」
の
存
在
を
重
視
し

て
い
る
こ
と

○
体
験
型
プ
ラ
ン
の
企
画
や

開
発
に
力
点
を
置
こ
う
と
し

て
い
る
こ
と

○
特
に
大
切
な
の
は
「
お
も

て
な
し
の
心
」
で
あ
る
こ
と

○
観
光
客
が
何
を
求
め
て
来

る
の
か
を
考
え
、
何
を
提
供

で
き
る
の
か
を
準
備
し
て
お

く
こ
と

　
以
上
の
点
を
本
町
で
も
実

践
で
き
れ
ば
観
光
の
連
携
は

大
き
く
進
む
も
の
と
確
信
し

ま
し
た
。

　
平
成
21
年
か
ら
の
２
年
間

に
わ
た
り
所
管
事
務
調
査
事

項
を
「
町
観
光
の
促
進
策
」

と
し
て
、
調
査
・
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
以
前
の
委

員
会
で
は
町
内
お
よ
び
近
隣

の
観
光
資
源
を
調
査
し
た
結

果
、
市
町
間
の
連
携
が
重
要

で
あ
る
と
の
結
論
が
出
ま
し

た
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
活
用

方
法
、
近
隣
市
町
の
観
光
ル

ー
ト
づ
く
り
や
観
光
客
の
誘

致
策
、
連
携
策
を
調
査
し
ま

し
た
。
二
市
二
町
（
塩
竈
市
、

多
賀
城
市
、
利
府
町
、
松
島

町
）
な
ら
び
に
秋
田
県
羽
後

町
を
訪
ね
現
状
と
対
応
を
視

察
し
、
さ
ら
に
本
町
観
光
協

会
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
、

次
の
よ
う
に
総
括
し
ま
し
た
。

学
力
の
現
状

　
平
成
19
年
か
ら
実
施
さ
れ

た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
（
学
力
テ
ス
ト
）
の
経

過
を
観
察
し
ま
し
た
。
一
部

向
上
改
善
さ
れ
た
傾
向
も
あ

り
ま
す
が
、
著
し
い
向
上
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
努
力
は
し
て
い
る
が
長
い

目
で
今
後
に
期
待
）

学
習
・
生
活
習
慣

○
読
み
・
書
き
・
計
算
の
基

礎
教
育
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
（
支
援
体
制
の
確
立
）

○
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
の
励
行
（
脳
に
活
力
を
与

え
る
）

○
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の

育
成

立
つ
「
百
年
の
大
計
」
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

教
育
環
境

　
他
県
の
市
町
村
の
取
り
組

み
と
比
較
し
て
も
、
充
実
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
21
年
５
月
か
ら
所
管

事
務
調
査
事
項
「
教
育
環
境

と
学
力
の
現
状
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調

査
を
総
括
し
、
こ
れ
か
ら
で

も
遅
く
な
い
学
力
向
上
に
役

高台へと続く避難路

避難所の現地調査

しおがま・まちの駅

しっかり食べよう朝ごはん

これも議会の仕事ですこれも議会の仕事です

総務

教育
民生

産業
建設

防
災
対
策
は

　

横
断
的
な
取
り
組
み
が
必
要

学
力
向
上
は

　
　
　
　

学
習
・生
活
習
慣
か
ら

町
観
光
の
促
進
策

近
隣
市
町
を
視
察

●

●

●

●

●

・・・災害時の避難路と避難場所（避難所）の安全確保

・・・教育環境と学力の現状

・・・町観光の促進策

・・・議会活性化に向けた取り組み

・・・議会だよりのレベルアップ

総 務 常 任 委 員 会

教 育 民 生 常 任 委 員 会

産 業 建 設 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

議会広報調査特別委員会
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
の
大
津
波
は
本

町
の
沿
岸
部
に
も
壊
滅
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

か
つ
て
な
い
予
想
を
は
る
か

に
超
え
た
大
災
害
は
多
く
の

尊
い
生
命
を
奪
い
、
家
屋
を

流
出
さ
せ
町
民
の
平
和
な
く

ら
し
を
も
一
瞬
に
破
壊
し
ま

し
た
。

　
今
こ
の
大
震
災
を
乗
り
越

え
困
難
を
克
服
し
、
七
ヶ
浜

町
の
復
興
に
町
全
体
が
こ
ぞ

っ
て
取
り
組
み
、
一
日
も
早

い
安
定
し
た
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
議
会
は
「
七
ヶ
浜
町
議
会

大
震
災
復
興
対
策
特
別
委
員

会
」
の
設
置
を
６
月
８
日
か

ら
行
わ
れ
た
第
２
回
定
例
議

会
で
可
決
し
ま
し
た
。
本
特

別
委
員
会
は
、
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
行

い
、
町
民
生
活
の
早
期
安
定

の
た
め
積
極
的
な
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

特別委員会設置 委員会レポート

ほ
か
に
も
あ
る
町
内
の

　
こ
れ
ま
で
「
議
会
は
何
を

す
べ
き
か
、
ど
う
あ
る
べ
き

か
」
を
自
ら
に
問
い
議
会
改

革
と
活
性
化
に
着
手
し
て
き

ま
し
た
。
議
会
が
地
域
に
出

向
い
て
直
接
町
民
に
議
会
の

運
営
、
活
動
状
況
等
の
報
告

や
意
見
、
要
望
等
を
聴
取
す

る
機
会
と
し
て
「
七
ヶ
浜
町

議
会
報
告
会
」
の
開
催
要
領

（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
１
０
８
号
は

家
庭
配
付
を
４
月
15
日
に
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月

11
日
の
未
曾
有
の
大
震
災
で

各
議
員
も
救
援
活
動
に
奔
走
、

編
集
は
無
理
と
判
断
し
や
む

な
く
発
行
を
延
期
し
ま
し
た
。

今
回
１
０
８
号
と
し
て
お
届

け
し
ま
す
の
で
ご
理
解
を
い

た
だ
き
お
詫
び
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
委
員
会
は
２
月
に
議
会
だ

よ
り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
山
形
県
川
西
町
、

白
鷹
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

両
町
は
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

上
位
入
賞
の
経
歴
を
持
つ
先

進
地
で
す
。
特
に
川
西
町
は

写
真
愛
好
家
や
教
育
経
験
者

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
全
体

的
な
評
価
は
モ
ニ
タ
ー
を
依

○
実
施
時
期

　
・
年
２
回
程
度
を
予
定

○
報
告
内
容

　
・
一
般
質
問
の
内
容

　
・
予
算
、
決
算
の
審
議
状  

　
　
況
等

　
・
常
任
委
員
会
の
報
告

○
周
知
方
法

　
・
チ
ラ
シ
の
配
布
と
防
災

　
　
行
政
無
線
を
予
定

　
本
年
度
か
ら
改
選
後
の
体

制
で
開
催
の
予
定
で
し
た
が
、

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
選

挙
が
特
例
法
で
延
期
に
な
り

ま
し
た
。
国
の
対
応
や
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
本
町
の

現
状
を
踏
ま
え
開
催
の
可
能

性
を
慎
重
に
協
議
し
「
改
革

と
活
性
化
」
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

頼
す
る
町
民
参
加
型
の
編
集

が
行
わ
れ
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　
第
25
回
町
村
議
会
広
報
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
「
し
ち

が
は
ま
議
会
だ
よ
り
１
０
２

号
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

さ
ら
に
宮
城
県
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
「
１
０
６
号
」
が
特
選

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル

の
ト
ッ
プ
受
賞
は
こ
れ
か
ら

の
発
行
に
大
き
な
励
み
と
な

り
ま
す
。

　
２
月
10
日
、
南
三
陸
町
か

ら
視
察
の
た
め
８
人
の
広
報

委
員
が
来
町
さ
れ
、
予
定
時

間
を
超
え
た
熱
心
な
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
南
三
陸
町

は
本
町
同
様
３
月
11
日
の
震

災
で
多
く
の
犠
牲
者
や
家
屋

流
出
な
ど
暗
然
と
す
る
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
来
町
さ
れ

た
広
報
委
員
の
熱
意
と
努
力

で
１
日
も
早
い
復
興
が
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
し
ち
が
は
ま
議
会
だ
よ

り
」
は
こ
れ
か
ら
も
「
住
民

と
と
も
に
」
の
原
点
を
忘
れ

ず
親
し
ま
れ
る
広
報
を
目
指

し
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

議
会
報
告
会
の

         

開
催
を
め
ざ
し
て

震
災
に
よ
る
１
０
８
号

　
　
　
　

発
行
延
期
を
お
詫
び

議会
広報

議会
運営

会議内容を地域で報告します

南三陸町広報委員と研修

震災復旧・復興に向け
　　　特別委員会を設置

震災復旧・復興に向け
　　　特別委員会を設置
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日　時 会　議　名 議　　   　　題

３月２４日 議　員　協　議　会

４月１１日 議　員　協　議　会

４月２６日 議　員　協　議　会

５月　２日 議　員　協　議　会

５月　９日 議　員　協　議　会

議 員 協 議 会 部 会

①東日本大震災に伴う今後の対応を協議

教育・総務・産業建設部会ごとに現地調査

①大震災の被災状況などを把握
②復旧・復興などの協議

①復旧・復興などの協議
②大震災に伴う議員報酬、旅費、政務調査費の削減、返上の協議

①大震災の復旧・復興などの協議
②委員会旅費、費用弁償、政務調査費の返上を協議

①復旧・復興などに対する要請事項の取りまとめ

（正副議長・各委員長）

特別委員会設置までの取り組み

町に要請しました町に要請しました

３月24日、町に対し議会からの要請事項として、次の２点を申し入れました。

　○避難所以外の場所での避難者や自宅で食糧を調達できない方への支援体制の充実
　○応急住宅などの確保への早急な対応

３月24日、町に対し議会からの要請事項として、次の２点を申し入れました。

　○避難所以外の場所での避難者や自宅で食糧を調達できない方への支援体制の充実
　○応急住宅などの確保への早急な対応

５月16日、町に対し議会は東日本大震災に関する12項目の緊急要望書を提出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細はＰ４～５に掲載）

５月16日、町に対し議会は東日本大震災に関する12項目の緊急要望書を提出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細はＰ４～５に掲載）

５月１７日・
１８日・２０日

※各議員は、３月１１日から２４日までの間は、各地区避難所等で支援活動及びボランティア活動に従事



一 般 質 問問町の考えを聞く

　
　

仮
設
住
宅
で
は
孤
独
死

　
　

等
へ
の
対
応
を
含
め
た

今
後
の
継
続
的
な
心
の
ケ
ア

が
重
大
な
課
題
で
あ
る
。
高

齢
者
は
ど
う
し
て
も
自
宅
に

篭
も
り
が
ち
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
集
会
所
等
で

簡
単
な
作
業
な
ど
継
続
的
な

企
画
は
で
き
な
い
か
。

　
　

町
長
　
従
来
か
ら
地
域

　
　

ご
と
に
介
護
予
防
運
動

教
室
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
集
会
所
を
利
用
し
て

続
け
る
。
ま
た
関
係
機
関
と

連
携
し
て
新
た
な
交
流
活
動

の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

　
　

す
で
に
喫
茶
室
等
を
開

　
　

催
し
て
い
る
が
、
今
後

の
具
体
的
な
企
画
は
。

　
　

地
域
福
祉
課
長　

関
係

　
　

先
と
協
議
し
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
か
ら
の
申
し
込

み
に
対
応
し
な
が
ら
企
画
を

考
え
た
い
。

　
　

健
康
面
お
よ
び
精
神
面

　
　

で
の
ケ
ア
を
、
本
町
に

常
駐
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
も
協
力
体
制
を
と
ろ

う
と
し
て
い
る
。
官
民
協
働

に
よ
る
活
動
が
有
効
で
あ
る

と
思
う
が
。

　
　

町
長　

保
健
師
の
戸
別

　
　

訪
問
を
始
め
長
期
的
な

ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
。
町
の

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
期
待

す
る
と
と
も
に
専
門
職
を
確

保
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
協
力
体
制
も
視
野
に
入

　
　

作
業
員
の
健
康
管
理
を

　
　

徹
底
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

管
理
所
の
冷
房
化
は
電

　
　

源
が
な
い
の
で
難
し
い

が
暑
さ
対
策
を
検
討
し
た
い
。

マ
ス
ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の

着
用
は
請
負
業
者
と
の
打
合

せ
で
徹
底
さ
せ
十
分
に
留
意

し
た
い
。

れ
核
と
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
も
と
に
一
元
的
な
支

援
体
制
を
組
ん
で
行
き
た
い
。

全
体
の
ま
と
め
は
地
域
福
祉

課
を
考
え
て
い
る
。

　
　

仮
設
住
宅
で
近
所
の
見

　
　

守
り
体
制
の
組
織
を
つ

く
る
の
か
。

　
　
入
居
者
自
身
に
よ
る
世

　
　

話
人
会
と
町
か
ら
の
委

託
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

見
守
り
、
声
か
け
を
し
て
一

元
的
な
生
活
支
援
を
行
い
た

い
。
ま
た
保
健
師
、
社
会
福

祉
士
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
連
携

し
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
と
り
た
い
。

　
　

新
た
な
区
と
し
て
の
組

　
　

織
の
考
え
も
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　

仮
設
入
居
者
か
ら
対
人

　
　

関
係
、
地
域
の
絆
を
大

切
に
し
た
い
と
の
希
望
も
あ

り
、
地
元
の
区
長
が
対
応
す

る
と
の
区
長
会
の
判
断
も
あ

る
。
仮
設
住
宅
で
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
ご
と
に
世
話
人
を
置
く

こ
と
と
し
早
急
に
選
出
し
た

い
。

　
　

が
れ
き
一
次
仮
置
場
で

　
　

は
可
燃
物
等
の
自
然
発

火
に
よ
る
火
災
が
心
配
さ
れ

る
。
有
効
な
火
災
予
防
措
置

が
と
れ
な
い
か
。

　
　

町
長　

危
険
物
の
持
ち

　
　

込
み
を
原
則
禁
止
し
分

別
集
積
を
徹
底
し
て
い
る
。

火
災
予
防
は
目
視
で
の
定
期

確
認
、
昼
夜
３
回
の
巡
回
を

行
い
、
今
後
は
散
水
や
放
水

で
の
対
応
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

強
風
に
よ
る
粉
塵
被
害

　
　

に
対
処
す
る
た
め
、
防

塵
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど
予
防

措
置
が
で
き
な
い
か
。

　
　

防
塵
ネ
ッ
ト
は
今
の
と

　
　

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、

散
水
、
防
水
に
よ
る
予
防
策

を
検
討
す
る
。

答

答

答

問答 答

問問

答 問

答 問問

答

問

問

がれきの山

語らいの場で

　

初
期
対
応
は
想
定
を
超
え

る
も
の
で
追
い
つ
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
仮
設
住
宅
や
が
れ
き

の
撤
去
な
ど
へ
の
対
応
も
あ

り
継
続
中
で
あ
る
。

　
　

防
災
計
画
を
見
直
す
必

　
　

要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　

復
旧
、
復
興
が
進
ん
だ

　
　

段
階
で
検
証
し
見
直
す

こ
と
も
必
要
と
思
う
。

　
　

被
災
者
が
生
活
す
る
仮

　
　

設
住
宅
の
自
治
組
織
は
。

　
　

６
月
下
旬
を
目
途
に
自

　
　

主
組
織
を
立
ち
上
げ
た

い
。
新
た
な
区
長
は
置
か
ず
、

代
表
世
話
人
に
町
の
連
絡
・

調
整
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

仮
設
退
去
後
の
被
災
者

　
　

へ
の
住
宅
対
策
は
。

　
　
震
災
復
興
計
画
で
は
住

　
　

宅
の
復
興
を
最
優
先
と

し
た
い
。
７
月
か
ら
、
被
災

し
た
全
世
帯
を
個
別
訪
問
し

て
要
望
を
確
認
し
対
応
し
て

い
き
た
い
。　
　

　
　

防
災
教
育
の
重
要
性
が

　
　

問
わ
れ
て
い
る
。
今
回

の
大
震
災
を
体
験
し
た
児
童

・
生
徒
へ
の
防
災
教
育
は
。

　
　
教
育
長　

児
童
・
生
徒

　
　

に
は
、
学
校
の
内
外
を

問
わ
ず
「
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
」
を
合
言
葉
に
教
育

し
て
い
る
。
今
回
の
震
災
で

は
、
教
職
員
が
安
全
な
場
所

へ
避
難
さ
せ
る
な
ど
訓
練
の

　
　
災
害
で
仕
事
を
失
っ
た

　
　

方
へ
の
雇
用
支
援
は
。

　
　

１
１
０
人
を
町
で
雇
用

　
　

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や

　
　

っ
て
く
る
。
今
回
の
災

害
を
風
化
さ
せ
な
い
方
策
は
。

　
　
写
真
や
映
像
を
収
集
し
、

　
　

展
示
会
の
開
催
や
冊
子

と
し
て
保
存
し
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
い
。
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
（
記
念
す
る
も
の
な
ど
）

は
、
復
興
を
実
感
で
き
た
時

に
考
え
た
い
。

成
果
が
あ
っ
た
。
震
災
後
も

実
践
的
な
訓
練
を
行
っ
て
い

る
。
防
災
教
育
は
風
化
さ
せ

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

仮
設
住
宅
に
入
居
し
て

　
　

い
る
児
童
は
学
校
ま
で

遠
く
な
る
が
対
策
は
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
送

　
　

迎
は
ア
パ
ー
ト
な
ど
へ

入
居
し
て
い
る
児
童
も
い
る

た
め
難
し
い
。
実
態
を
調
査

し
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　
　

３
月
11
日
の
大
震
災
で

　
　

は
、
12
ｍ
を
超
え
る
巨

大
津
波
に
よ
り
多
く
の
住
民

の
生
命
、
財
産
が
失
わ
れ
た
。

地
域
防
災
計
画
書
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
対
応
で
き
た
の
か
。

　
　

町
長
　
防
災
無
線
な
ど

　
　

で
高
台
へ
の
避
難
を
呼

び
か
け
た
が
、
結
果
的
に
多

く
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

現
時
点
で
90
人
が
死
亡
、
６

人
が
行
方
不
明
で
あ
る
。

問答

答

答答

答

問

問

答

答

問問

答 問

問

問

避難所運営もマニュアルの一つ

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応
で
き
た
か

が
れ
き
仮
置
場
の

　
　
　
　
　

環
境
管
理
を
十
分
に

初
期
対
応
は
追
い
つ
け
な
か
っ
た

散
水
や
放
水
で
対
応

仮設住宅での心のケアは
新たな交流活動を検討

糸久　博　議員岡﨑　正憲　議員

町
長

町
長

児
童
・生
徒
へ
の
防
災
教
育
は

「自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」を
合
言
葉

教
育
長

町長
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一 般 質 問問町の考えを聞く

　
　

大
規
模
な
東
日
本
大
震

　
　

災
に
よ
り
、
津
波
被
害

が
大
き
か
っ
た
本
町
で
も
多

く
の
人
が
避
難
所
生
活
を
送

っ
た
。
今
後
同
じ
よ
う
な
災

害
が
起
き
た
場
合
、
一
般
の

避
難
所
で
は
生
活
が
困
難
な

障
が
い
者
（
身
体
、
知
的
、

精
神
）
の
避
難
所
の
確
保
を

ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

　
　

町
長
　
３
障
が
い
の
避

　
　

難
所
の
確
保
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
特
に
精
神
障

が
い
者
は
環
境
の
変
化
で
過

度
の
ス
ト
レ
ス
が
要
因
と
な

り
病
状
の
悪
化
も
考
え
ら
れ

る
。
身
体
、
知
的
、
精
神
そ

れ
ぞ
れ
の
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
は
広
域
的
な
課
題

と
し
て
宮
城
東
部
自
立
支
援

協
議
会
へ
提
案
し
て
い
く
。

　
　

寝
た
き
り
の
人
で
も
在

　
　

宅
介
護
を
行
っ
て
い
る

人
た
ち
も
い
る
。
今
回
重
度

の
介
護
者
を
抱
え
避
難
に
戸

惑
い
大
変
苦
労
し
た
と
の
切

実
な
声
も
あ
る
。
確
保
策
を

ぜ
ひ
考
え
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　

震
災
発
生
後
町
内
３
ヵ

　
　

所
の
介
護
施
設
を
町
で

指
定
し
、
要
介
護
者
の
避
難

と
安
全
確
保
に
努
め
た
。
こ

れ
ま
で
は
福
祉
避
難
所
と
し

て
の
位
置
付
け
は
な
か
っ
た

が
今
後
は
関
係
機
関
と
連
携

し
た
い
。

　
　

被
災
し
た
地
区
も
あ
り

　
　

春
の
苗
配
布
は
無
理
で

あ
る
。
秋
の
配
布
は
塩
害
の

様
子
を
見
な
が
ら
各
地
区
の

推
進
委
員
会
と
協
議
し
対
応

し
た
い
。

　
　

有
事
の
際
に
ス
ム
ー
ズ

　
　

に
避
難
し
尊
い
人
命
と

生
活
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
町

内
外
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
や

障
が
い
者
福
祉
施
設
へ
日
頃

か
ら
災
害
時
に
お
け
る
指
定

避
難
所
と
し
て
締
結
を
行
う

べ
き
で
は
。

　
　

今
回
の
大
震
災
で
沿
岸

　
　

地
区
は
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
。
花
壇
に
も
流
失

や
破
損
の
影
響
が
あ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
形
で
花
と
緑

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
再
生

を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

生
涯
学
習
課
長　

町
内

　
　

13
地
区
に
50
ヵ
所
あ
っ

た
花
壇
が
沿
岸
地
区
で
10
ヵ

所
消
失
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
今
後
は
地
区

と
協
議
を
し
検
討
し
た
い
。

　
　

苗
の
納
入
業
者
に
震
災

　
　

の
影
響
は
な
か
っ
た
か
。

今
後
町
が
購
入
を
希
望
す
る

苗
の
数
は
確
保
で
き
る
の
か
。

　
　
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ

　
　

り
、
あ
ら
か
じ
め
福
祉

避
難
所
を
指
定
し
、
町
の
地

域
防
災
計
画
に
盛
り
込
む
。

　
　

低
価
格
で
安
定
し
た
角

　
　

田
市
の
業
者
と
長
年
契

約
し
て
い
る
が
、
例
年
の
注

文
数
に
は
対
応
で
き
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

年
２
回
苗
の
植
付
け
を

　
　

行
っ
て
き
た
が
、
今
後

も
従
来
ど
お
り
希
望
す
る
苗

の
配
布
は
可
能
な
の
か
。

答

答

問問 答

答

問

答 問

問

答

問

再び町内を花いっぱいに

日頃の備えがあれば安心

　

当
面
の
復
旧
は
港
湾
管
理

者
で
あ
る
宮
城
県
で
進
め
て

い
る
が
、
さ
ら
に
早
急
な
対

応
を
求
め
て
い
く
。

　
　

被
災
さ
れ
た
方
が
住
ん

　
　

で
い
た
と
こ
ろ
か
ら
安

全
な
高
台
等
へ
の
集
団
移
転

や
個
別
移
転
も
考
え
ら
れ
る

が
町
独
自
の
支
援
策
は
。

　
　

住
宅
復
興
を
最
優
先
に

　
　

す
る
た
め
、
方
針
の
骨

子
を
決
定
し
た
。
内
容
は
、

引
き
続
き
本
町
に
住
み
続
け

ら
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
安

全
安
心
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
居
住
パ
タ

ー
ン
を
４
つ
に
分
類
し
た
。

①
同
じ
場
所
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

②
全
壊
で
り
災
証
明
を
受
け

た
方
は
市
街
化
調
整
区
域
内

（
通
常
は
建
築
が
規
制
さ
れ

る
）
へ
の
開
発
許
可
を
認
め

る
。

③
膨
大
な
費
用
が
か
か
り
将

来
の
財
政
負
担
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
集
団
移
転

は
今
の
と
こ
ろ
行
う
考
え
は

な
い
。

④
経
済
的
に
新
築
が
困
難
な

被
災
者
を
対
象
に
、
７
月
以

降
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
今

後
の
住
宅
復
興
計
画
に
反
映

さ
せ
た
い
。

　

町
独
自
の
支
援
策
は
す
で

に
実
施
し
て
い
る
市
街
化
調

整
区
域
へ
の
緩
和
等
、
個
別

案
件
ご
と
に
対
処
し
て
い
く
。

　
　

　
　

こ
れ
ま
で
安
全
安
心
な

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
一
瞬
に
し
て

住
民
の
生
命
と
財
産
を
失
っ

た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ

る
。
地
盤
沈
下
に
よ
り
高
潮

や
大
雨
の
後
に
路
上
冠
水
や

宅
地
な
ど
が
浸
水
し
、
住
民

は
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
早

急
に
解
消
す
べ
き
で
あ
る
が

そ
の
対
策
は
。

　
　

町
長　

地
盤
沈
下
は
、

　
　

三
陸
沿
岸
を
中
心
と
し

た
各
地
で
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
代
ヶ
崎
浜
や
東

宮
浜
等
で
発
生
し
て
、
住
環

境
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

防
波
堤
、
防
潮
堤
の
復
旧

復
興
は
、
安
全
な
住
環
境
の

確
保
や
産
業
基
盤
の
安
定
を

念
頭
に
、
今
後
の
復
興
計
画

策
定
に
向
け
準
備
を
行
っ
て

い
る
。

問答

答 問

路上冠水の清水地区（代ヶ崎浜）

安 

全 

と 

安 

心 

を「花
と
緑
」推
進
事
業
の
今
後
は

住
宅
復
興
を
優
先

地
区
の
推
進
委
員
会
と
協
議
し
た
い

要援護者の避難所確保を
福祉避難所を指定し締結したい

千葉志美枝　議員 阿部　和夫　議員

町
長

生
涯
学
習
課
長

町長
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一 般 質 問問町の考えを聞く

　
　

避
難
所
の
食
事
費
が
１

　
　

０
１
０
円
か
ら
１
５
０

０
円
に
な
っ
た
。
食
事
の
改

善
は
。

　
　

町
長
　
県
の
調
査
で
は
、

　
　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
。

　
　

２
年
後
以
降
の
公
的
住

　
　

宅
確
保
と
し
て
、
仮
設

住
宅
扱
い
の
民
間
賃
貸
住
宅

を
町
契
約
で
確
保
す
る
考
え

は
。

　
　

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

　
　

住
宅
数
の
確
保
に
努
め

る
。

　
　

一
部
損
壊
住
宅
の
修
繕

　
　

事
業
と
し
て
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
の
実
施
は
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　
　

よ
り
、
生
活
再
建
を
優

先
し
た
い
。

　
　

す
で
に
個
人
で
撤
去
し

　
　

た
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
費
用
助
成
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

５
月
23
日
に
県
か
ら
示

　
　

さ
れ
た
。
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
周
知
し
た
い
。

　
　

住
宅
再
建
者
の
活
用
促

　
　

進
の
た
め
、
町
住
宅
建

築
資
金
制
度
と
町
勤
労
者
生

活
安
定
資
金
融
資
要
綱
の
貸

付
利
率
補
て
ん
・
返
済
期
間

延
長
を
。

　
　

今
後
の
申
請
状
況
を
見

　
　

据
え
、
検
討
し
た
い
。

　
　

被
災
失
業
者
を
雇
用
創

　
　

出
基
金
事
業
で
、
復
旧

・
復
興
を
。

　
　

必
要
数
の
雇
用
確
保
に

　
　

努
め
る
。

　
　

被
災
者
・
住
民
の
負
担

　
　

軽
減
の
た
め
、
ぐ
る
り

ん
こ
料
金
を
軽
減
し
現
料
金

の
改
善
を
。

　
　

こ
れ
以
上
の
減
額
は
受

　
　

益
者
負
担
の
原
則
か
ら

厳
し
い
。

　
　

村
井
県
知
事
の
水
産
特

　
　

区
に
対
す
る
町
長
の
姿

勢
は
。

　
　

漁
業
を
否
定
す
る
も
の

　
　

で
は
な
く
、
経
営
効
力

を
重
視
し
た
上
で
の
提
言
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

被
災
店
舗
・
工
場
再
建

　
　

者
へ
の
支
援
に
「
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
」
活

用
と
町
独
自
上
乗
せ
で
地
域

経
済
活
性
を
。

　
　

国
の
中
小
企
業
向
け
融

　
　

資
制
度
が
あ
る
。
多
賀

城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
、
関
係

機
関
と
協
議
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

り
災
証
明
、
被
災
届
出

　
　

の
制
度
の
周
知
は
。

　
　

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　

ジ
、
避
難
所
等
で
知
ら

せ
て
い
る
。

　
　

粉
塵
・
ア
ス
ベ
ス
ト
発

　
　

生
の
恐
れ
の
あ
る
災
害

ゴ
ミ
集
積
所
で
の
従
事
者
の

環
境
衛
生
管
理
は
充
分
か
。

　
　

労
働
安
全
衛
生
法
に
基

　
　

づ
き
、
指
導
し
て
い
く
。

　
　

義
援
金
、
弔
慰
金
、
見

　
　

舞
金
の
支
給
状
況
は
。

　
　

見
舞
金
は
５
月
31
日
に

　
　

振
り
込
み
を
し
た
。
日

赤
等
の
義
援
金
は
６
月
中
の

振
り
込
み
手
続
中
。

　
　

事
業
・
家
屋
再
建
の
た

　
　

め
、
二
重
債
務
を
マ
イ

ナ
ス
か
ら
で
は
な
く
、
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
よ

う
、
国
に
働
き
か
け
よ
。

　
　

国
及
び
国
会
、
金
融
機

　
　

関
等
で
諸
提
言
を
し
て

い
る
。
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
、
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　
震
災
で
在
宅
避
難
し
て

　
　

い
る
独
居
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
へ
の
民
生
委
員
、

区
長
の
支
援
体
制
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。

　
　

民
生
委
員
は
、
３
月
22

　
　

日
の
緊
急
会
議
後
、
各

自
各
地
区
で
支
援
活
動
を
行

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

震
災
復
興
基
本
計
画
は

　
　

地
区
全
員
参
加
の
協
議

会
で
一
人
一
人
の
意
見
が
反

映
で
き
る
よ
う
に
。

　
　

地
区
の
代
表
か
ら
な
る

　
　

震
災
復
興
委
員
会
で
行

う
。

答

答

問答 問答 問

答 問答 問答 問

答 問答 問答 問

答 問

問

答答 問 問

答答 問 問

仮設入居で新たなスタートに

　
　

防
波
堤
、
防
潮
堤
の
大

　
　

破
や
護
岸
の
地
盤
沈
下

で
危
険
な
状
況
で
あ
る
が
対

応
は
。

　
　

住
環
境
に
大
き
な
影
響

　
　

を
与
え
か
ね
な
い
状
況

と
な
る
の
で
震
災
復
興
計
画

に
基
づ
き
関
係
団
体
と
連
携

し
て
復
旧
を
進
め
た
い
。　

　
　

防
潮
堤
の
高
さ
は
津
波

　
　

の
到
達
ラ
イ
ン
以
上
で

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　

現
在
の
高
さ
で
考
え
て

　
　

い
る
。

　
　

津
波
の
再
来
を
想
定
し

　
　

高
台
移
転
を
求
め
る
住

民
と
長
年
暮
ら
し
た
場
所
に

居
住
す
る
こ
と
を
願
う
住
民

へ
の
対
応
と
取
り
組
み
は
。

　
　

高
台
移
転
は
国
や
県
な

　
　

ど
の
新
た
な
制
度
創
設

の
動
き
を
見
て
幅
広
く
検
討

を
行
う
。
ま
た
、
現
在
の
場

所
へ
の
居
住
は
、
規
制
せ
ず

住
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

災
害
に
強
い
新
た
な
ま

　
　

ち
づ
く
り
の
た
め
に
津

波
防
災
対
策
の
見
直
し
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
海
岸
利
用
者

や
磯
場
な
ど
で
作
業
し
て
い

る
漁
業
者
等
の
避
難
路
を
整

備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

町
長　

既
存
の
高
台
へ

　
　

の
避
難
路
が
あ
る
。
被

災
し
た
住
民
が
以
前
の
居
住

地
に
戻
り
ど
の
く
ら
い
の
方

が
漁
業
を
続
け
る
の
か
を
見

極
め
必
要
に
応
じ
て
整
備
を

検
討
す
る
。

問答

問答答 問

答

問

高台へと続く奥尻島の避難路

ま
ち
の
再
建
に
向
け
た

　
　
　
　
　

高
台
移
転
を
ど
う
す
る

国
の
施
策
を
見
極
め
て
い
く

災害の復旧・復興対策は
住宅再建を最優先に

歌川　渡　議員 佐藤　梶信　議員

町
長

町長

　　しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行  しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 　2223



ほ
か
に
も
あ
る
町
内
の

　 しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行  しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 　

　１月20日第１回臨時会を開き、平成22年度補正予算を
審議し原案のとおり可決しました。主なものは、子宮頸
がん、ヒブワクチン接種費用への補助などです。

補正予算で５億３２８９万円を追加補正予算で５億３２８９万円を追加

　
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　
　
接
種
の
間
隔
、
医
療
機

関
、
受
付
け
は
。

　
　
健
康
増
進
課
長
　
１
回

　
　
目
か
ら
２
回
目
ま
で
は

１
ヵ
月
、
３
回
目
ま
で
は
５

ヵ
月
の
間
隔
、
医
療
機
関
は

塩
釜
医
師
会
管
内
52
ヵ
所
で

本
町
で
は
４
ヵ
所
、
受
付
け

は
平
日
の
他
、
土
・
日
も
可

能
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
地
域
活
性
化
事
業
の
基

　
　
準
と
内
容
は
。

　
　
町
長
　
数
種
類
の
メ
ニ

　
　
ュ
ー
か
ら
各
自
治
体
に

合
う
新
事
業
と
い
う
基
準
が

あ
る
。
本
町
で
は
図
書
セ
ン

タ
ー
の
視
聴
覚
機
器
の
購
入

な
ど
に
充
て
た
。

　
　
松
ヶ
浜
小
の
耐
震
補
強

　
　
工
事
は
仮
校
舎
を
用
意

す
る
の
か
。

　
　
教
育
総
務
課
長
　
規
模

　
　
か
ら
考
え
て
必
要
と
し

な
い
。

　
　
今
回
の
松
ヶ
浜
小
、
七

　
　
ヶ
浜
中
の
耐
震
補
強
工

事
で
本
町
の
学
校
施
設
す
べ

て
の
工
事
が
完
了
す
る
の
か
。

　
　
今
回
で
す
べ
て
終
了
す

　
　
る
。

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

こんなことが決まりました－臨時議会の議案審議－

質
　
疑

答 問

答 問答 問答 問

臨時
議会

全 

額 

補 

助 

!!

全 

額 

補 

助 

!!
●七ヶ浜中校舎耐震補強他　　　　　　３億３０００万円

●松ヶ浜小校舎耐震補強他　　　　　　１億５２００万円

●子宮頸がん等ワクチン接種委託料　　　　　６９４万円

●視聴覚機器・映像ソフト購入　　　　　　　３２０万円

お　も　な　内　容

３
月
定
例
会

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を

行
わ
な
い
よ
う
求
め
る

意
見
書
を
国
に
提
出

◆
主
な
内
容

　
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る

と
、
農
業
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
の
農
産
物
輸
入
の

完
全
自
由
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に

よ
り
生
産
減
、
雇
用
が
失
わ
れ
る
な
ど
農

林
水
産
業
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ

と
か
ら
、
参
加
を
行
わ
な
い
こ
と
を
国
に

強
く
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
議
決
結
果
　
反
対
な
く
可
決

提
出
先

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣

　
農
林
水
産
大
臣

2425

一 般 質 問問

　
　
教
育
長
　
校
舎
の
被
災

　
　
度
判
定
は
半
壊
。
補
強

で
耐
震
性
能
を
得
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
改
築
の
認
識

に
た
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

木
造
に
す
る
か
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
に
す
る
か
は
、

具
体
的
な
回
答
の
段
階
に
な

い
。

　
　
向
洋
中
学
校
は
築
21
年

　
　
で
あ
る
が
、
壁
に
亀
裂

が
見
ら
れ
、
放
置
す
れ
ば
大

惨
事
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

早
め
の
対
応
が
必
要
と
考
え

る
が
。

　
　
被
災
度
判
定
の
結
果
、

　
　
構
造
と
し
て
健
全
と
報

告
を
受
け
た
。
耐
震
壁
は
多

少
の
亀
裂
が
見
ら
れ
る
も
の

の
充
分
な
耐
久
力
を
有
し
て

い
る
。
緊
急
的
不
安
材
料
も

少
な
く
順
次
補
修
を
行
う
。

　
　
松
ヶ
浜
小
学
校
の
耐
震

　
　
工
事
は
今
年
度
に
予
定

さ
れ
て
い
た
が
予
定
ど
お
り

実
施
す
る
の
か
。
今
回
の
震

災
で
変
更
に
な
る
の
か
。

　
　
校
舎
の
損
壊
は
目
視
で

　
　
亀
裂
が
確
認
さ
れ
た
。

被
災
度
判
定
調
査
の
結
果
、

耐
震
補
強
は
行
う
が
補
修
は

向
洋
中
と
同
様
の
手
順
で
行

う
。

　
　
東
宮
浜
、
代
ヶ
崎
浜
は

　
　
高
潮
時
に
は
町
道
ま
で

浸
水
す
る
。
漁
業
関
係
者
や

地
域
住
民
も
不
安
を
抱
え
て

い
る
。
不
安
解
消
の
早
急
な

対
策
は
。

　
　
港
湾
管
理
者
で
あ
る
宮

　
　
城
県
に
依
頼
し
て
い
る
。

町
管
理
の
漁
港
は
激
甚
災
害

認
定
に
向
け
た
災
害
査
定
資

料
の
作
成
を
し
て
い
る
。
査

定
が
決
ま
り
次
第
優
先
し
て

復
旧
に
取
り
か
か
り
た
い
。

　
　
放
射
性
物
質
が
海
流
に

　
　
よ
り
北
上
し
た
場
合
、

漁
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

漁
獲
物
が
汚
染
さ
れ
、
風
評

被
害
が
出
た
場
合
の
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
東
北
大
学
の
協
力
に
よ

　
　
り
放
射
線
量
の
測
定
を

し
た
。
そ
の
結
果
、
数
値
は

問
題
な
く
、
漁
へ
の
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
海
底
に
お
び
た
だ
し
い

　
　
が
れ
き
が
沈
み
漁
が
で

き
な
い
と
漁
業
関
係
者
が
悩

ん
で
い
る
。
が
れ
き
撤
去
の

対
策
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
５
月
末
ま
で
操

　
　
業
を
自
粛
し
た
が
、
６

月
か
ら
の
漁
に
向
け
て
試
験

操
業
を
し
た
。
海
底
の
が
れ

き
は
少
な
く
、
本
町
の
漁
業

者
の
調
査
結
果
か
ら
操
業
を

妨
げ
る
量
で
は
な
い
。
　
　

　
　
七
ヶ
浜
中
学
校
校
舎
の

　
　
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。

今
後
建
て
直
す
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
、
木
造
建
築
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

理
由
は

①
コ
ス
ト
が
安
い
。

②
揺
れ
に
対
す
る
耐
久
性
が

あ
る
。

③
環
境
に
や
さ
し
い
。

④
県
で
も
国
産
木
材
を
奨
励

し
て
い
る
。

問

答

答

答答

問

問

答 問答 問

問

七ヶ浜中校舎内

無料接種ありがとう

大
震
災
で
教
育
施
設
の
被
害
は

七
ヶ
浜
中
校
舎
は
半
壊

鈴木　勝美　議員

教
育
長

海
底
の
が
れ
き
撤
去
を

地
盤
沈
下
に
よ
る

　
　
　
　

浸
水
対
策
は

原
発
事
故
の
影
響
は

操
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

町
長



一 般 質 問問町の考えを聞く

①
町
民
バ
ス
「ぐ
る
り
ん
こ
」が
よ
り
多
く
の
町
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

②
子
ど
も
医
療
費
無
料
を
中
学
生
ま
で
拡
大
を

③
「住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
」事
業
実
施
を

予
定
し
て
い
た
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

七
ヶ
浜
の
自
然
が
多
い

　
　

す
ば
ら
し
い
景
観
を
漁

船
で
案
内
し
、
観
光
客
が
海

か
ら
眺
め
て
楽
し
む
滞
在
型

の
観
光
開
発
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

　
　

町
長
　
漁
業
者
の
多
く

　
　

は
通
年
型
漁
業
を
営
み

現
状
は
難
し
い
が
、
現
役
を

退
い
た
方
々
や
関
係
団
体
の

協
力
で
海
を
活
か
す
体
験
型

の
観
光
開
発
を
考
え
て
い
る
。

　
　

岩
手
県
田
野
畑
村
を
は

　
　

じ
め
成
果
を
上
げ
て
い

る
先
進
地
は
強
力
な
リ
ー
ダ

ー
が
住
民
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
が
本
町
の
取
り
組
み
は
。

　
　

滞
在
型
の
実
現
が
可
能

　
　

な
場
合
は
新
た
な
ア
イ

デ
ア
を
集
約
で
き
る
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
を
考
え
る
。

問答問答

　
　

児
童
生
徒
へ
調
和
の
と

　
　

れ
た
給
食
の
提
供
で
肥

満
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

の
対
策
に
実
践
的
な
指
導
を

行
う
、
栄
養
教
諭
が
制
度
化

さ
れ
た
が
必
要
性
は
ど
う
か
。

　
　

教
育
長
　
本
町
の
肥
満

　
　

度
は
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
り
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は

現
在
の
調
理
機
器
と
人
的
配

置
で
除
去
給
食
は
無
理
で
あ

る
が
栄
養
教
諭
は
食
育
の
強

力
な
推
進
の
必
要
か
ら
ぜ
ひ

配
置
を
望
み
た
い
。

問答

　
　

平
成
22
年
度
で
町
の
長

　
　

期
総
合
計
画
が
終
了
す

る
。
目
標
の
ほ
と
ん
ど
は
実

現
し
た
と
い
う
が
、
や
り
残

し
た
こ
と
は
何
か
。

　
　

町
長
　
基
本
理
念
の
心

　
　

ゆ
た
か
な
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
目
標
を
設
定
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
や
り
残

し
た
も
の
は

①
老
人
セ
ン
タ
ー
の
壁
や
カ

　

ー
ペ
ッ
ト
の
張
り
替
え　

②
代
ヶ
崎
浜
海
岸
線
の
拡
幅

③
防
火
水
槽
の
新
設
で
あ
る
。

　
　

あ
る
不
動
産
ラ
ン
キ
ン

　
　

グ
で
本
町
は
、
住
み
や

す
い
ま
ち
と
し
て
東
北
２
２

８
市
町
村
の
中
で
７
位
と
評

価
が
高
い
。
定
住
人
口
誘
致

策
に
活
用
す
る
考
え
は
な
い

か
。 問問

答

答

問答問答

漁船の体験証明書

　
　

住
ん
で
い
る
方
に
と
っ

　
　

て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
最
優
先
に
し
た
い
。
基

本
理
念
を
実
現
す
る
こ
と
が

長
期
的
に
は
人
口
誘
致
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

　
　

本
町
で
も
核
家
族
化
が

　
　

進
ん
で
い
る
。
子
育
て
、

介
護
な
ど
一
世
帯
に
二
世
代
、

三
世
代
の
同
居
が
望
ま
し
い

と
思
う
が
推
進
す
る
考
え
は
。

　
　

価
値
観
の
違
い
も
あ
り
、

　
　

住
民
が
望
ん
で
い
る
か

わ
か
ら
ず
難
し
い
。

　
　

国
際
村
の
周
辺
が
整
備

　
　

さ
れ
た
。
町
民
憩
い
の

場
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　

現
段
階
で
は
考
え
て
い

　
　

な
い
。
今
後
も
自
然
と

の
調
和
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

23
年
度
事
業
と
し
て
実

　
　

施
す
る
。
障
が
い
者
へ

の
配
布
も
検
討
し
た
い
。

　
　

災
害
時
の
緊
急
通
信
手

　
　

段
と
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
家
と
の
協
力
協
定
を
行

う
考
え
は
な
い
か
。

　
　

有
効
と
考
え
る
の
で
実

　
　

施
を
協
議
し
た
い
。

　
　

本
町
で
は
自
主
防
災
組

　
　

織
と
民
生
委
員
の
活
動

は
別
に
な
っ
て
い
る
が
、
情

報
を
共
有
し
た
見
守
り
的
な

体
制
は
で
き
な
い
か
。

　
　

町
長
　
地
域
福
祉
推
進

　
　

会
議
で
要
援
護
者
へ
の

支
援
対
策
を
協
議
し
、
具
現

化
を
図
り
た
い
。

　
　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　
　

を
高
齢
者
等
へ
配
備
す

る
考
え
は
な
い
か
。

問問

答

答

問答

演習に励む消防団員

　
　

結
果
は
全
国
レ
ベ
ル
に

　
　

達
し
て
い
な
い
が
、
19

年
度
か
ら
４
年
間
で
差
を
縮

め
、
全
国
レ
ベ
ル
に
近
づ
い

た
。
学
校
は
さ
ら
に
学
習
指

導
に
工
夫
と
改
善
を
加
え
学

力
向
上
に
努
め
る
。
家
庭
学

習
の
時
間
確
保
と
学
習
の
習

慣
化
が
で
き
れ
ば
、
今
後
４

年
間
で
全
国
レ
ベ
ル
に
な
る

こ
と
は
、
そ
ん
な
に
難
し
い

こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

全
て
の
教
科
の
基
礎
と

　
　

な
る
読
解
力
の
向
上
が

重
要
と
思
う
が
。

　
　

朝
読
書
や
読
書
に
触
れ

　
　

合
う
時
間
を
設
け
て
い

る
。

  　

教
育
環
境
は
、
他
と
比

　
　

較
し
て
も
劣
っ
て
い
る

と
は
思
わ
な
い
が
成
果
が
出

な
い
の
は
な
ぜ
か
。
不
十
分

な
事
業
の
検
証
と
対
策
は
。

問 問

答

答

　
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

　
　

果
は
全
国
・
県
よ
り
下

回
っ
た
。
教
育
委
員
会
や
学

校
は
課
題
把
握
と
対
策
を
。

　
　

教
育
長
　
学
校
教
育
の

　
　

重
点
施
策
・
重
点
事
業

に
「
教
師
力
の
向
上
」
「
非

常
勤
講
師
の
有
効
活
用
」

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
」
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
学
校
は
課
題

を
共
有
し
連
携
し
て
学
力
向

上
に
努
め
て
い
る
。

問答

問問 答
　
　

町
の
備
蓄
倉
庫
に
非
常

　
　

用
の
食
糧
や
生
活
必
需

品
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

緊
急
の
対
応
を
考
慮
し
各
指

定
避
難
所
ご
と
に
備
蓄
す
べ

き
で
は
。

　
　

町
長
　
地
区
の
公
民
分

　
　

館
等
は
備
蓄
場
所
の
確

保
が
困
難
で
あ
り
、
保
管
倉

庫
の
整
備
も
必
要
と
な
る
。

町
内
３
ヵ
所
の
小
学
校
に
食

糧
を
除
く
毛
布
、
ア
ル
ミ
ロ

ー
ル
マ
ッ
ト
、
簡
易
ト
イ
レ

な
ど
を
配
置
し
緊
急
時
に
対

応
し
た
い
。

　
　

各
分
団
と
も
消
防
団
員

　
　

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
が
団
員
確
保
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
　

成
人
式
に
募
集
記
事
を

　
　

載
せ
た
チ
ラ
シ
の
配
布

や
、
防
災
訓
練
で
各
分
団
の

活
動
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
広
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
消
防
団
の
必
要
性
を

訴
え
普
及
啓
発
を
強
化
し
て

い
く
。

防
災
に
お
け
る
地
域
見
守
り
体
制
の
充
実
を

要
援
護
者
の
支
援
対
策
を
図
り
た
い

岡﨑　正憲　
　議　員

梅津　榮一　
　議　員

町
長

教
育
環
境
と
学
力
向
上
の
対
策
は

家
庭
学
習
の
習
慣
化
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

鈴木　初雄　
　議　員

教
育
長

長
期
総
合
計
画
の
や
り
残
し
は

老
人
セ
ン
タ
ー
改
修
な
ど

糸　久　博　
　議　員

町
長

海
を
活
か
し
た
観
光
開
発
を

子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
　

食
育
推
進
は

関
係
団
体
や
漁
業
者
の
協
力
で

町
長

栄
養
教
諭
の

教
育
長

千葉志美枝　
　議　員

防
災
対
策
の
整
備
推
進
を大

腸
が
ん
検
診
を

　
　
　
　

ク
ー
ポ
ン
券
で

対
策
を
講
じ
一
層
の
推
進
を
図
る

町
長

町
長

配
置
を
望
み
た
い

国
の
事
業
内
容

を
見
極
め
る

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

 ３ 月
定例会

歌
川
渡
議
員
の
質
問
通
告

　　しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行  しちがはま議会だより　第108号　平成23年7月15日発行 　

　
３
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
で
６
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

11
日
午
後
２
時
46
分
の
地
震
発
生
で
歌
川
議

員
の
質
問
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
質
問
し

た
５
人
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
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編
集
後
記

議会を監視するのはみなさんです。
－次の定例会は９月８日開会予定です－

面倒な手続はございません。どなたでも気軽に傍聴することができます。ぜひお越しください
詳しくは議会事務局まで　℡３５７-７４３５

または、町ホームページ「町民便利帳」をご覧ください。 http://www.shichigahama.com

　忘れもしないあの３月11日午後２時46分大きな

地震とともに山より高い津波が太平洋から我々の

町をめがけアッと思う間もなくのみ込んでしまっ

た。言葉にならずただただあぜんとながめるだけ

でした。涙さえ出ない途方に暮れている所になん

と雪が降って来るではないですか。どうしてこん

なにひどい当たり方をするのだろうかとつくづく

思いました。吉田浜の避難場所で町の人、区長さ

ん始めボランティアの方々に助けられどんなに心

強かったか知れません。そんな中で被災地に思い

もかけない秋田県への三泊四日のおさそいが来た

のです。一寸とまどいを感じはしましたがお国が

負担して下さるとのことで私たち12人は甘えると

同時に心踊らせました。１日目は疲れをいやし２

日目はみんなで雑談しながら身体をいやしました。

３日目は森岳温泉の計らいで男鹿半島の方へと足

をのばさせていただきました。男鹿の入道崎日本

海を一望のもとに見渡す風景は本当にすばらしく

心がなごみました。それともう一つ途中菜の花

ロードの一本道がすごくきれいでした。2キロ800

メートルとのことです。こんなにまでしていただ

いた全国の人たち、地域の人に本当に心からの感

謝を申し上げるのと同時に私たちは力を出してが

んばるつもりでいます。本当にありがとうござい

ました。

●
３
月
11
日
の
大
震
災
で
お

亡
く
な
り
の
方
々
の
ご
冥
福

と
、
被
災
者
に
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
自
然
は
人
の
心
に
安
ら
ぎ

を
与
え
ま
す
が
時
に
は
悲
し

み
も
与
え
ま
す
。
あ
の
雪
の

降
る
寒
い
夕
方
突
然
襲
っ
た

大
津
波
は
安
住
の
地
で
あ
っ

た
は
ず
の
町
が
３
分
の
１
ま

で
浸
水
し
、
多
く
の
犠
牲
者

と
、
土
地
や
家
屋
を
奪
い
去

り
長
い
間
に
築
か
れ
て
き
た

地
域
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

も
崩
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
町
民
が
一
体
と
な

り
「
が
ん
ば
ろ
う
七
ヶ
浜
」

を
合
言
葉
に
力
を
合
わ
せ
復

興
に
向
い
前
進
し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
梅
津
　
榮
一

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
議
　
　
長
　
阿
部
　
慶
也

　
委 

員 

長
　
梅
津
　
榮
一

　
副
委
員
長
　
岡
﨑
　
正
憲

　
委
　
　
員
　
鈴
木
　
初
雄

　
　
　
　
　
　
糸
久
　
　
博

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勝
美

　
　
　
　
　
　
千
葉
志
美
枝

　町民の皆さんからお寄せいただいたご
意見、ご要望などを紹介いたします。
　どしどしお寄せ下さい。お待ちしており
ます。

　平成２２年度町村議会広報全国コンクールで

「しちがはま議会だより１０２号」が最優秀賞に

選ばれました。さらに宮城県町村議会広報選考会

で「議会だより１０６号」が特選に選ばれ、昨年

の国・県両方の成績を上回り最上位のダブル受賞

となりました。プロの先生方のご指導や先進地の

視察などで学び、基本となる「親しまれ」「読ま

れる」議会だよりの発行を心がけ努力したことが

誇れる大きな賞を頂けたことと思います。今、全

国的に議会活性化に向けた取り組みが進められ、

住民との窓口となる議会だよりのレベルアップが

求められています。今回の受賞に満足せず、「あ

りのままに」「分かりやすく」の原則を心がけ町

民が参加する議会だよりの発行に努めます。

●
発
行
／
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
985-8577 宮

城
県
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
丑
谷
辺
５
－
１

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 022-357-7435　

FAX 022-357-5744

し
ち
が
は
ま

議
会
だ
よ
り

No.108

町民の声町民の声

つかの間の休息つかの間の休息

渡辺　静子さん

（吉 田 浜）

ビッグニュース!!ビッグニュース!!

今 年 は 最 優 秀 賞
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